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1. 研究の目的 
シンガーソングライター中島みゆきは日本で「国宝級の歌姫」と評価されている。彼女につい
ての研究や評論は数多く存在している。それらは文学・心理学・経済学などの多様な分野でなさ
れたものである。例えば、詩人の天沢退二郎は詩学の視点から、中島みゆきの歌を分析した。山
内亮史は社会的な視点から中島みゆきの望郷の眼差しを描いた。本研究は、主に中島みゆきに関
する評論や先行研究を中心に、各年代の中島みゆきの女性のイメージと時代像を考察する。 
 
2 中島みゆきについて 
中島みゆきは七十年代（「わかれうた」）、八十年代（「悪女」）、九十年代（「空と君のあいだに」）、
二〇〇〇年代（「地上の星」）と四つの年代でシングルチャート 1位を獲得した唯一の女性アーテ
ィストである。日本だけではなく、中国でも彼女の名は知られている。中国では中島みゆきに関
して「マンドポップ1業界半分以上の歌手を養う人物だ」、「半分のマンドポップ業界が彼女に影
響された」という言葉が頻繁に聞かれる。それは中島みゆきの歌が多く中国語でカバーされてき
たからである。中島みゆきは画期的なシンガーソングライターといえるだろう。 
 
2.1 中島みゆきの全歌集 
 本研究で使用する資料は中島みゆきの全歌集である。 
中島みゆきの全歌集はデビューから 2015年まで三つの時代に分けられて出版されている。『中
島みゆき全歌集1975―1986』、『中島みゆき全歌集1987―2003』、『中島みゆき全歌集2004―2015』
（朝日文庫）である。 
2015年 11月 30日、『中島みゆき全歌集 1975―1986』第１刷が朝日新聞から発行された。これ
は 1990年 5月に朝日文庫から刊行された『中島みゆき全歌集』を改題した新装版である。つま
り、初版は 1990年である。 
                                                 
1 マンドポップ：中国語版の維基百科では『華語流行音樂』。 すなわち北京語をベースとした標準中国語、華
語(Mandarin)によるポップスという意味である。俗に北京語と呼んだりもするが、厳密には同じではない。日本
で言うところの標準語と東京弁の関係に似ているそうである。これが香港等で使用される広東語のポップスだと
『粵語流行音樂(Cantopop)』、台湾語だと『台語流行音樂(Taiwanese pop)』となる。これらを総称して通常使
っているのが『中文流行音樂』、つまり『C-POP』である。（出典：http://sasanoji.cocolog-
nifty.com/blog/2012/06/post-c015.html） 
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『中島みゆき全歌集 1975―1986』について、谷川俊太郎は「1975年のデビュー以来、哀しく
もしたたかな人々の心象風景を歌って、多くのファンの心をとらえ続ける中島みゆき。教科書に
も採用されている『時代』。オリコン１位を獲得した『わかれうた』『悪女』などの大ヒット曲の
歌詞全 178曲を掲載した歌詞集第１弾2」と述べている。 
『中島みゆき全歌集 1987―2003』について、田家秀樹は「独特の魅力をたたえた楽曲が支持
され、４つの年代でシングルチャート１位を獲得している唯一の女性アーティスト・中島みゆき。
『空と君のあいだに』『地上の星』などの大ヒット曲から、コンサート『夜会』での発表曲まで
含めた全 229曲を収録した歌詞集第二弾3」と解説している。 
『中島みゆき全歌集 2004―2015』（朝日文庫）は中島みゆきが 2004年から 15年の間に発表し
た作品の詞を完全収録しているが、前の二冊と違い、解説が付されていない。 
 
2.2 中島みゆきへの評論 
 Jポップ業界における中島みゆきの地位は島崎今日子「中島みゆき 孤高の歌姫の『地上の星』」
（2005）から伺うことができる。彼女は「02年の『紅白歌合戦』で中島が『地上の星』を歌った
瞬間は、番組最高視聴率の 52.8％を記録。『地上の星』は、足掛け４年にわたりチャート入りを
続け、ロングセラーの記録を打ち立てた。このミリオンセラーにより、70年代、80年代、90年
代、00 年代の四つの年代においてヒットチャート１位の歌を持つ日本でただ一人のシンガーと
なった4」と述べている。 
多くの詩人や音楽評論家が中島みゆきの楽曲に言及している。 
中島みゆき論の先駆けとなった作品や彼女のエピソードやインタビュー記事を掲載した、こ
すぎじゅんいちの『魔女伝説――中島みゆき』（1982）は、次のように指摘している。 
 
シンガーソングライター中島みゆきは、失恋の天才、女の情念も、未練も、嫉妬の嫌なこと
すべてを自分の前に曝け出す。彼女の歌を聴くと、失恋した女たちの悲しみが、自分のもの
となって泣けてしまう。その時、人は彼女を「魔女」と呼ぶ。中島みゆきの生い立ち、恋、
歌に触れ、魔女の本質に迫る。（裏表紙） 
 
『中島みゆき ミラクル・アイランド』（1983）では、呉智英、鈴木志郎康、坂本龍一などの
著名人が中島みゆきについて語っている。巻頭には、谷川俊太郎と中島みゆきの対談が収録され
ている。また、「別れ歌」のなかの女性像について、詩人の鈴木志郎康は「別れ際に輝く女の姿」
（1983）の中で、次のように評している。 
 
…歌謡曲はどちらかというと、思い詰め調だが、フォーク・ソングの中島みゆきの方は、思
                                                 
2 中島みゆき『中島みゆき全歌集 1975-1986』、朝日新聞、2015年、裏表紙 
3 中島みゆき『中島みゆき全歌集 1987-2003』、朝日新聞、2015年、裏表紙 
4 島崎今日子「現代の肖像中島みゆき 孤高の歌姫の「地上の星」」、『アエラ』2005、18（2）、75-79頁 
 28 
 
い詰める気持ちをはずしてくれるというわけである。中島みゆきは、好きになった男と別れ
る時の悲しい気分が好きなようで、彼女の歌はすべてその気分がべースになっていると言
えるように思う。でもそれで自殺するまで思い詰めるというようなことは決してない。（65
頁） 
 
同時代の女性シンガーソングライターと比較しながら、中島みゆきの個性について、黒井千次
は「女性だけに限ってみても、『ポプコン』からは小坂明子、小坂恭子、庄野真代、谷山浩子、
八神純子、あみん、など様々の個性をもつシンガーソングライターが生まれている。しかしその
個性の強烈さから見て、中島みゆきは擢んでている」（80頁）と述べている。また、呉智英は「中
島みゆきは中山みゆきである」のなかで、「中島の特質は、若い女性なのに女のうらみ節を歌う
点などにあるのではない。中島は近代的自我にとって、条理としてあるように教えられてきた恋
愛が、近代的自我にとって最大の不条理になるという逆説を、身を削るようにして歌っているの
だ」（127頁）と論じている。 
中島みゆきの歌あるいは「詩」について、松岡和子は「小説を読むような魅力」で「喚起力に
富んだ中島みゆきの歌を『読む』のは、なまじっかな純文学連作短編を読むことよりはるかに面
白い」（64頁）と称賛した。 
中島みゆきに関する評論は、基本的に八十年代に集中している。デビュー初期の中島みゆきは
「わかれうた」で大衆に知られた。それゆえに、同時代に中島みゆきの恋愛観への評価が高いよ
うに思われる。 
 
2.3先行研究 
見田宗介（1978）は流行歌について、「流行歌という鏡は、時代の民衆の心情を平面的に忠実
に反映するのではなく、日常体験の様式化・壮麗化・具体化・極限化といった、いくつかの固有
の屈折と色彩の傾向性を持っている…時代の心情の記号としての流行歌を解読する際には、鏡
の持っている、このような屈折や色彩の傾向性を逆にたどっていったところに、時代の心情の実
像を求めなければならない」（11頁）と指摘している。 
中島みゆきに関して、詩人の天沢退二郎は『中島みゆきを求める』（1987）収録の「中島みゆ
き論を求めて」において、「喩の使い手」、「別れうた唄い」、「力つけるもの」といった三つのポ
イントを挙げている。つまり、歌の言葉使い、歌の物語、聴く者に与えるイメージという過程で
ある。また、「諦めと洞察――中島みゆき論のための二つの手がかり」では、失恋を主題とした
ときの諦め、また中島みゆきの詩における喩である「洞察」について論じている。天沢の『中島
みゆきを求める』（1987）は詩学のみゆき論の先駆けだといえる。 
七十年代から活躍しているもうひとりのシンガーソングライターに言及しなければならない。
その人物は松任谷由実である。音楽評論家の田家秀樹は『33 回転の愛のかたち あなたはユー
ミン？それともみゆき？』（1984）のなかで、「ユーミンとみゆき。二人のことを書いてみたいと
思ったのは、彼女たちの歌の中にあるドラマを語ることが、七〇年代の、そして、今の、男と女
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のさまざまな関係を語ることになると思ったからだ。彼女たちの歌の中にある“愛のかたち”
にひかれたからだった。」（5頁）と語っている。この著作は主に中島みゆきと松任谷由実の七十
年代（つまり、二人のデビュー初期）の曲を中心に比較しながら、二人の恋愛観、婚姻観を考察
している。論考では、中島みゆきの歌で歌われた「女」のあり方と当時 20代だった中島みゆき
本人と結び付く、中島みゆきデビュー初期の女性像を捉えている。だが、ひとつの年代の歌から
人物像を捉えるという方法では中島みゆきの女性像の全体を捉えることはできないだろう。 
八十年代後半に入ると、社会的な視点からなされた中島みゆきに関する研究が登場し始めた。 
山内亮史「望郷の眼指しと義への熱情――中島みゆきの社会学」（1988）は中島みゆきの歌の三
種類の聴かれ方を明らかにしている。一つ目は「これはあの時の私のことを歌ってくれてるに違
いない」と、聴く者の個別体験の琴線に直接ふれてくるものである。二つ目は「なんでこんな歌
をまともに歌うのだろう」と思わせる、自分とは次元を異にする歌でありながら妙に心にひっか
かるといった類の歌である。三つ目は聴く者の夢や憧れを的確に表現したもので、「いいことい
うなぁ」という感情が起きる歌の場合である。（9頁） 
志賀隆生は「中島みゆきの記号学」（1988）のなかで、言葉と意味の関わりに関する二つのプ
ロセスを指摘して、中島みゆきの歌詞を分析した。  
大串夏身（1988）は中島みゆきの「変身」（宗教的色彩を帯びる）について論じている。 
安原顯（1988）は一九八二年までの中島みゆきの詞をめぐって、「『うそ』と『ほんとの中の真
実』」について考察している。 
以上の四人は、主に中島みゆきの 1975 年から 1986 年の間に発表された楽曲を中心に分析し
ている。 
九十年代、春日井真英の「右に廻るもの：神話的視野から見える女性」（1999）はウーマン・
リブからラディカル・フェミニズムの潮流のなかの女性自身を考察する手がかりを探して、中島
みゆきの詩から当時の女性を考察する手段を模索しているが、実際には神話的な視野から男性
と女性の関係を考察している。 
二〇〇〇年代に、島崎今日子は「ユーミン・みゆきその時代 働く女として走り続けてきた女
神たちの奇跡と軌跡」（2006）のなかで次のように指摘している。 
 
『わかれうた』の大ヒットで、失恋を歌う情念の歌手と呼ばれるようになるが、みゆきの歌
には人の普遍的な悩みや女であることの疎外感が色濃く描かれていて、しかもそこに絶望
するのではなく、立ち向かおうという力強さがあった。何より弱者への共感の眼差しがあっ
た。（86頁） 
 
以上のように、デビューから九十年までの楽曲や記事を中心に、詩学、記号学、社会的な視点
から中島みゆきに関する先行研究を明らかにした。しかしながら、七十年代、八十年代、九十年
代、二〇〇〇年の四つの年代に発表された中島みゆきの楽曲を包括的に分析した研究はあまり
見られない。したがって、各年代の中島みゆきの歌を全面的に分析し、中島みゆきの時代像、女
 30 
 
性のイメージを捉えることが必要であろう。 
一方、中島みゆきの歌は多く中国語でカバーされてきたが、中国では中島みゆきに関する研究
はほとんど行われていないことは特筆すべきである。 
晁春莲は『日本語学習与研究,Nihongo No Gakusshu to Kenkyu』（2010）に掲載した「日本流
行歌曲在中国的传播与接受」で「Jポップが中国に広まる際に、翻訳バージョン、中国語でのカ
バー、日本語原版で広まるという三つの形態が存在する」（36頁）と指摘している。この論考は、
主にＪポップの中国への伝播と受容が考察されており、中島みゆきが中国語でカバーされた代
表的な歌手として、いくつかの曲が紹介された。 
『日本知識、The knowledge of Japanese』（2007）には、徐元勇による「王菲『容易受傷的女
人』翻唱自『ルージュ』」という論考を確認することができる。この論考は、主に中島みゆきの
「ルージュ」という歌を紹介したものである。 
このように、中国では中島みゆきに関する研究はあまり行われていない。 
 
3 今後の課題 
 『中島みゆき全歌集 1975―1986』、『中島みゆき全歌集 1987―2003』、『中島みゆき全歌集 2004
―2015』の中の代表作を分析し、中島みゆきの歌の各々の時代背景を検討しながら、歌詞の考察
を行う。 
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